
 

 

 

 

 

    

令和３年度いちじく栽培スタート研修を実施 

 

３月１２日、ＪＡこうかいちじく生産部会に対して令和３年度の栽培をスタート

するにあたって栽培研修会を実施しました。 

 

研修会では、令和２年度の作柄を振り返り、小玉傾向に移行する時期が例年に比

べて約２週間早く９月初旬であったこと、出荷量の日変化が例年同様大きいこと、

の２点について改善を呼びかけました。 

令和２年度は９月以降の肥大に影響する８月の降水量が異常に少ない年であった

ことから、かん水が不十分な農家では変形果や肥大不足が発生しました。このため、

令和３年度の栽培は、特にかん水に留意することを提案しました。 

いちじく部会では、新規植栽者を含めて簡易雨除け栽培を導入した農家ではかん

水施設を設置していますが、畝間かん水や降雨に頼り、かん水が不十分な農家もあ

ります。 

今後も、研修会で示した基準によるかん水の励行とともに、かん水チューブの設

置も勧めて安定栽培を推進していきます。 
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